
⑴ 戸坂学区社協広報誌 (令和5年11月20日)

「地
域
行
事
の
再
開
と 

乗
合
い
タ
ク
シ'

の
今
後
に
つ
い
て

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

秋

本

昇

平
素
よ
り 

戸
坂
学
区
社 

会
福
祉
協
議 

会
(

以

下

、
 

戸

坂

社

協)

の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協

力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
戸
坂
社
協
会
長
、
戸
坂
連
合
社
協 

(

中
学
校
区)

会
長
及
び7

月
か
ら
は
東 

区
社
協
の
会
長
も
兼
ね
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

5

月8

日

に

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス 

感
染
症
」
の
感
染
症
分
類
が2

類
か
ら5
 

類
に
変
更
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、3

年 

間
で
き
な
か
っ
た
各
行
事
の
再
開
を
緩
和 

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

感
染
症
分
類
が5

類
に
な
っ
た
と
は
い 

え
周
り
の
状
況
は
何
も
変
わ
っ
て
お
り
ま 

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
再
開
を
心
待
ち
さ
れ
て 

い
た
方
も
多
く
、
全
て
良
と
い
う
訳
で
は 

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の3

年

間

同

様

「感 

染
症
対
策
」
を
行
っ
て
の
対
応
と
な
り
ま 

す
。
ま
た
、今

秋

は

「イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
 

が
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、
小
学
校
で
は 

学
級
閉
鎖
も
発
生
し
ま
し
た
。

再
開
し
た
戸
坂
社
協
の
主
要
行
事
で
は
、
 

全
町
民
対
象
等
の①

盆
踊
り
大
会②

敬
老 

会③

町
民
体
育
祭
と
各
町
内
会
役
員
中
心 

の
新
年
互
礼
会
が
あ
り
ま
す
。

更
に
戸
坂
連
合
社
協
と
し
て
取
り
組
ん 

で
い
る
コ
丁
マ
ン
ド
型
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
」
 

の
実
験
運
行(
1
年
間)

を

12
月
中
旬
に 

は
開
始
し
ま
す
。
実
験
運
行
と
い
っ
て
も 

本
運
行
と
同
様
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
開
始 

か
ら
始
め
て
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
足
掛
け4
 

年
目
で
漸
く
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。
 

今
後
も
少
子
高
齢
化
の
中
で
現
状
に 

あ

っ

た

「福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め 

て
ま
い
り
ま
す
。

洪
?

マ
ン
ド
型
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
」
と
は
、
 

予
約
に 

合
わ
せ
て
運
行
す
る
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
で
あ
り
、
迎
え 

は
予
約
先
ま
で
行
き
、
行
先
の
目
的
地
は
限
定
さ
れ
ま 

す
。
ま
た
、
目
的
地
は
当
面

24
ヶ
所
で
開
始
し
半
年
後 

に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
運
行
エ
リ
ア
は
、
戸
坂
三
学 

区
(
中
学
校
区)

内
に
限
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「戸
坂
ま
ち
づV

り
セ
ン
タ±

を

開
設
し
ま
し
た!
 

戸
坂
連
合
社
会
福
祉
協
議
会(

東
浄
、
 

戸
坂
城
山
、
戸
坂)

が
現
在
取
り
組
ん
で 

い
る?

マ
ン
ド
型
乗
合
い
タ
ク
シ
——(

戸 

坂
と
も
い
き
タ
ク
シ
ー)

」

「戸
坂
と
も
い 

き
ネ
ッ
ト
」
等
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
戸 

坂
の
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
 

地
域
の
情
報
発
信
や
相
談
ご
と
に
も
対
応 

し
ま
す
。

公
民
館
に
来 

ら
れ
た
ら
、
ぜ 

ひ
寄
っ
て
み
て 

く
だ
さ
い
。
運 

営
主
体
は
、
戸 

坂
社
協
で
す
。

☆

開
所
時
間

毎

週

月

・

水

・

木•

金
・
土
の 

〇
痔
〜3

特

11 

rf-
i

※

戸
坂
公
民
館
の
休
館
日
は
休
み
で
す
。

・
令
和5

年
度
後
期
事
業
計
画
・ 

第

35
回
戸
坂
連
合
ス
ポ
—
ツ
大
会 

日

時

11
月

23
日
(

祝
)
9

時
〜

15
時

※

雨
天
中
止

場

所

戸

坂

運

動

広

場

他
 

主

催

戸

坂

連

合

社

会

福

祉

協

議

会

“
 

第
14
回
年
末
防
犯
パ
ト
ロ
—
ル
キ
ャ
ン
ペ
—
ン 

日

時

R

月
化
日(

土
)

17
時

30
分
〜

19
時※

雨
天
決
行 

場

所

戸

坂

小

学

校

グ

ラ

ウ

ン

ド 

主

催
 

戸
坂
学
区
防
犯
パ
ト
ロ
—
ル
隊 

年
末
夜
間
警
戒
パ
ト
ロ
—
ル 

日

時

12
月

30
日
(

土
)

20
時
〜

21
時 

場

所

戸

坂

公

民

館

前

集

合 

主

催

戸

坂

学

区

防

犯

連

絡

協

議

会 

新
年
互
礼
会

日

時

1

月6

日
(
土)

12
時
〜

14
時 

場

所

戸

坂

小

学

校

体

育

館 

主

催

戸

坂

学

区

社

会

福

祉

協

議

会



⑵

【令
和5

年
度
盆
踊
り
大
会
」
を
終
え
て 

盆
踊
り
大
会
実
行
委
員
長
大
野
裕
幸

7

月

30
日

「戸
坂
学
区
盆
踊
り
大
会
」
を4

年 

振
り
に
開
催
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り 

無
事
、
盛
大
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

猛
暑
日
の
中
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
令
中 

で
の
準
備
作
業
に
、
社
協
、
町
内
会
等
の
作
業
者
が
、

汗
を
か
き
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
、
テ
ン
ト
の
設
営 

や
提
灯
を
東
西
南
北
に
張
り
、
午
前
中
に
準
備
を 

終
え
ま
し
た
。

夕

方

17
時 

に
、

大
会
役 

員
及
び
支
援 

者
等
が
集
合 

し
、

地
元
和 

大

鼓

ク

ラ
 

ブ

「
ど
ん
ど 

鼓

」

に
よ
る 

「
戸

坂

わ

ら 

わ

ら

太

鼓

」
 

の
演
奏
に
続 

き
、

盆
踊
り 

大
会
の
セ
レ 

モ
二
——
が
始 

ま

り

、

段 

物
、
そ
し
て
、

炭
坑
節
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
音
頭
が
次
々
に
披
露
さ
れ
、
 

夕
暮
と
共
に
会
場
內
の
人
の
賑
わ
い
に
感
動
さ
せ 

ら
れ
ま
し
た
。

出
店
も
大
繁
盛
し
、
長
蛇
の
列
に
ビ
ッ
ク
リ
。
 

準
備
は
大
変
で
し
た
が
、
地
域
の
方
々
の
笑
顔
に
、
 

疲
れ
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

関

係

者

一

同

「地
域
の
活
性
化
へ
貢
献
」
す
る 

こ
と
が
で
き
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
を
は
じ
め
関
係 

者
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
 

「受
け
継
が
れ
る
地
域
の

伝
統
行
事
」
に
参
加
し
て 

戸

坂

公

民

館

館

長

熱
田 

有
紀 

休
止
状
態
だ
っ
た
地
域
行
事
が
少
し
ず
つ
開
催 

さ
れ
る
中
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た 

「戸
坂
学
区
盆
踊
り
大
会
」
が
夏
休
み
期
間
中
に
開 

催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
盆
踊
り
大
会
で
踊
ら
れ
る
戸
坂
の
郷
土
芸 

能
で
あ
る
「段
物
」
に
、
今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
 

「段
物
」
と
は
、
歌
舞
伎
を
題
材
と
し
た
扮
装
を
し
、
 

踊
り
手
が
音
頭
に
合
わ
せ
て
踊
る
明
治
時
代
か
ら 

伝
わ
る
盆
踊
り
の
こ
と
で
す
。

6

月
か
ら
公
民
館
で
、

「段
物
保
存
会
」

の
方
の 

指
導
の
も
と
、
「段
物
」
の
踊
り
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
 

私

は

「岩
藤
」
と
い
う
お
局
様
の
役
を
い
た
だ
き
、
 

相
手
役
の
中
学
生
と
と
も
に
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

踊
り
は
、
今
ま 

で
岩
藤
役
を
さ 

れ
て
い
た
先
輩 

か
ら
直
々
に
教 

え
て
も
ら
い
ま 

す
。
も
ち
ろ
ん 

マ
ニ
ュ
ア
ル
本 

な
ど
あ
り
ま
せ 

ん
か
ら
、

口
伝 

に
よ
る
も
の
と 

見
て
真
似
を
し 

な
が
ら
踊
る
だ
け
で
し
た
。
練
習
回
数
も
少
な
く
、
 

先
輩
の
踊
り
方
の
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た 

が
、
次
第
に
中
学
生
と
の
息
も
合
い
だ
し
、
頭
で 

考
え
な
く
て
も
大
鼓
の
リ
ズ
ム
で
体
が
動
く
よ
う 

に
な
り
ま
し
た
。
本
番
当
日
、
衣
装
を
身
に
着
け 

化
粧
を
し
、
小
道
具
の
傘
を
持
ち
、

一
心
不
乱
に 

踊
っ
た
後
は
、
踊
り
き
っ
た
充
実
感
で
さ
わ
や
か 

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
 

地
域
の
伝
統
行
事
を
引
き
継
ぐ
の
は
、
そ
の
ま 

ま
の
形
を
漫
然
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
で
は
な 

く
、
地
域
の
方
同
士
が
集
ま
り
、
楽
し
い
時
間
を 

共
有
し
、

一
緒
に
練
習
や
準
備
を
し
、
顔
見
知
り 

を
増
や
し
な
が
ら
繋
げ
て
い
く
こ
と
か
も
し
れ
ま 

せ
ん
。

来

年

の

「段
物
」

に
は
、
更
に
様
々
な
年
代
の 

踊
り
手
が
沢
山
集
ま
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い 

ま
す
。



⑶

「敬
老
会
」
を
終
え
て

敬
老
会
実
行
委
員
長

川

瀬

節

子
 

残
暑
の9

月9

日
(

土) 

戸
坂
小
学
校
体
育
館 

に1
5
 0

余
名
の
対
象
者
を
お
迎
え
し
、

「戸
坂
学 

区
敬
老
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
を
警
戒
し
て
プ
ロ
グ 

ラ
ム
は
午
前
中
で
終
え
、
館
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も 

少
々
変
え
て
行
い
ま
し
た
。

敬

老

会

式

典

で

は

、
 

一
^

^

^

初
め
に
今
年
ご
逝
去
さ 

.

.

.

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を 

r

f

x

:

凍

お

祈

り

し

、
厳
粛
に
黙 

K
j
L
q

 .

ヽ

年

祷

。ご
来
賓
の
松
井
市
長

を
は
じ
め
ご
祝
辞
を
頂 

き
、
出
江
二
丁
目
町
内
会
代
表
の
謝
辞
に
て
終
了
。
 

祝
宴
で
は
デ
ィ
サ
——
ビ

ス

セ

ン

タ

ー

「あ
ん
し 

ん
鼓
笛
隊
」

の

合

奏

「情
熱
大
陸
」
。
サ
ン
バ
の
リ 

ズ
ム
に
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
熱
演
に
圧
倒
さ
れ 

ま
し
た
。

続

い

て

、

歌

手

南

一

誠

さ

ん

の

ワ

ン

マ

ン 

シ
ョ
ー
、

「男
の
栄
光
」
か

ら

は

じ

ま

り

「広
島
天 

国
」
な
ど
上
手
な
卜
—

ク
を
ま
じ
え

11
曲
、
終
わ 

り

に

「そ
れ
行
け
カ
ー
プ
」

で
は
、
ご
来
實
の
方

 々

に
カ
ー
プ
、の
赤
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
い
た
だ
き
、
 

鯉
、
カ
ー
プ
坊
や
の
被
り
物
、
手
に
は
う
ち
わ
で
、

会
場
の
皆
さ
ん
を
巻 

き
込
ん
で
ノ
リ
ノ
リ 

の
大
合
唱
で
し
た
。
 

こ
の
応
援
歌
が
届 

い
た
の
か
、
カ
ー
プ 

がC
S

へ
と
進
め
た 

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

カ
ー
プ
カ
ー
プ
で 

興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
中
、
 

ア
ン
コ
ー
ル
の
合
唱 

に

よ

り

「イ
ヨ
マ
ン 

テ
の
夜
」
を
声
量
の

あ
る
ず
ば
ら
し
い
美
声
に
聞
き
惚
れ
て
余
韻
を
残

し
終
了
。
万
歳
三
唱
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

人
生1

〇
〇
年
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大
事
で
、
敬

老
会
な
ど
人
の
集
う
場
所
へ
出
か
け
る
こ
と
も
元

気
に
な
る
秘
訣
で
す
。

終
わ
り
に
、
敬
老
会
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力 

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

「戸
坂
学
区
町
民
体
育
祭
」
に
思
う

町
民
体
育
祭
実
行
委
員
長

岡

田

浅

男

10
月1

日
(

日)

に
心
配
し
た
雨
も
無
く
晴
天 

の
下
、4

年
振
り
に
戸
坂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て

「第

59
回
戸
坂
学
区
町
民
体
育
祭
」
が
多
く
の 

ご
来
賓
の
方
々
の
出
席
の
も
と
開
催
で
き
ま
し
た 

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
多
少
残
っ
た 

大
会
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
競
技
自
体
も
少
な
め 

に
、
時
間
も
な
る
べ
く
短
縮
し
、
実
施
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
得
点
種
目
も
無
し
と
し
た
た
め
、9

時
開 

会
式
で

12
時
前
に
は
終
了
し
ま
し
た
。

各
町
内
会
よ
り
、
主
催
者
の
予
想
よ
り
も
多
数 

の
ご
参
加
を
頂
き
、
け
が
人
も
な
く
、
無
事
終
了 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
は
、
第

60
回
記
念
大
会
に
な
り
ま
す
。

以
前
の
よ
う
に
多
く
の
種
目
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ 

ン
等
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後

尚
、
前
日
の
準
備 

に
各
町
内
会
の
方

 々

を
始
め
社
協
の
役
員 

の
方
、
体
協
の
関
係 

者
に
は
大
変
お
世
話 

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
戸
坂
小
学 

校
様
に
は
グ
ラ
ウ
ン 

ド
、

テ
ン
ト
等
ご
協 

カ
い
た
だ
き
、
誠
に 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。

御
礼
申
し
点
ま
す
。

の
検
討
事
項
と
し
ま
す
。



⑷

令和5年度理事•役員等名簿
(2023.10.1現在)

役・職 氏名 選出区分

会長 秋本 昇 山崎町内会会長

副会長 川瀬節子 始盗•福繩委員

副会長 山中春記 保護司会代表

副会長 岡田浅男 体育協会会長

会計 吉田俊郎
出江二丁目町内会会長 
公衆衛生推進協議会会長

監事 山路隆晴
惣田町内会会長 
白主防災会連合会会長

監事 坪井秀登 桜東町内会会長

事務局長 大野裕幸

顧問 山路英男 市議会議員

顧問 田中秀生 元戸坂社協会長

理事 山岡静樹 戸坂小学校校長

理事 手賀 剛 戸坂中学校校長

理事 三浦直宏 軸軸鵰维

理事 熱田有紀 戸坂公民館館長

理事 宮本幹夫 千足町内会会長

理事 矢野龍男 山根町内会会長

理事 田村幸大 川根町内会会長

理事 森末清司 桜西町内会会長

理事 -膏下洋一 青雌飜艦頓

理事 栗栖和子
民生・児童委員協議会会長 
くるめ木町内会会長

理事 中尾文治 戸劍戯PTA会長
理事 田中季良 戸坂中報PTA銅
理事 高野哲男 東消防戸坂分団長

理事 中間孝治 防災士会会長

理事 西田靖子 朽ンティアバンク賦表

理事 小田るみ子 へさかつ子方ブ会長

理事 畠山直美 っくしんぽ作業所所長

理事 安井弘幸 おヤじ脂事務局長

理事 上中義則 防犯連絡協議会会長

理事 山田喜久雄 子ど槌育成臟鑼

理事 佐々木静香 憲娜鼬ンター長

打ザ式ー 坂本 泉 雌福嶙離

打ザザ、- 武本三智代 戸坂保育園園長

打ザイー 高屋美千代 桜が丘愛育園園長

村脇ー 鶴田佳子 戸坂児童館館長

戸坂社協のホームページで 

情報収集を!

「戸坂社協のホームページ」を閲覧するにはパソコン 

かスマホから検索して下さい。パソコンからは①こむ 

ねっとひろしまー②東区ー③戸坂学区社会福祉協議会 

または、

https://www.com-net2.city.hiroshima.jp/hesaka/

スマホからは、

QRコード 

読み取りで!

戸坂学区の人口及び世帯数 =

令和5年9月末現在 広島市統計データ抜粋

住所名

人 □ 世帯

総数 日本人
総数

うち瞅 

世帯数計 老 女 計 男 女

戸坂くるめ木一丁目 1,815 840 975 1,771 818 953 44 850 817

戸坂くるめ木二丁目 1,019 523 496 1,002 510 492 17 518 503

戸坂千足一丁目 1,718 830 888 1,702 823 879 16 891 877

戸坂千足二丁目 879 402 477 859 395 464 20 411 401

戸坂山崎町 1,230 596 634 1,225 593 632 5 554 549

戸坂惣田一丁目 586 295 291 580 293 287 6 287 282

戸坂惣田二丁目 266 129 137 265 128 137 1 122 121

戸坂桜東町 572 278 294 557 272 285 15 265 256

戸坂桜西町 478 237 241 474 234 240 4 230 226

戸坂桜上町 633 290 343 625 286 339 8 374 366

戸坂山根一丁目 1,041 465 576 1,003 445 558 38 538 514

戸坂山根二丁目 1,134 538 596 1,121 530 591 13 481 471

戸坂山根三丁目 408 209 199 401 203 198 7 180 174

戸坂中町 438 208 230 433 207 226 5 201 196

戸坂出江二丁目 896 440 456 885 436 449 11 407 401

計 13,113 6,280 6,833 12,903 6,173 6,730 210 6,309 6,154

注「住民基本台帳法の一部を改正する法律」が、平成24年7月に施行 

され、外国人人口についても住民基本台帳制度が適用されることと 

なったため、平成24年8月以降は、外国人人口、外国人世帯及び 

複数国籍世帯が含まれます。

https://www.com-net2.city.hiroshima.jp/hesaka/

